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樹⽊病原菌の侵⼊機構と宿主防御機構の解明
東北⽀所⼝⼝ 窪野 ⾼徳

⼝⼝⼝⼝⼝⼝⼝⼝市原 優 ⼝
 
  植物は，病原菌の侵⼊や組織内の蔓延を阻⽌する多様な
防御機構を持っている。例えば，ファイトアレキシンを代表
とする抗菌性物質の⽣産や，癒傷組織を構築するコルク組織
の形成は良く知られた現象である。特に，樹⽊病害の場合，
病原菌の侵⼊に対し，その伸展を阻⽌する防御壁の構築は，
重要な抵抗性反応である。コルク層の防御壁を乗り越えた病
原菌⽷のみが，宿主組織内に定着し，細胞破壊を繰り返すの
である。このように防御壁の形成は，病原菌に対する宿主の
抵抗⼒として重要な機能である。しかし，樹⽊では，病原菌
の侵⼊・伸展に対する宿主の防御組織の発現メカニズムは依
然明らかにされていない。そこで，本研究では，樹⽊の持つ
抵抗性機構を解明するため，病斑形成過程及び感染機構が明
らかにされている「スギ⿊点枝枯病」に着⽬し，接種試験及
び組織解剖学的観察によって，防御組織（コルク組織）の形
成過程を明らかにすることを主要⽬的とした。
  これまでのスギ⿊点枝枯病に関する⼀連の研究の結果，
本菌の気孔及びクチクラ貫⼊による侵⼊機構が明らかにされ
た。また，本病の病斑形成期間は短く，夏季の僅か１か⽉間
に限定されており，壊死斑の拡⼤がコルク組織によって阻⽌
されている現象も認められた。（写真１）。そこで，この現
象に着⽬し，⼈⼯接種試験によって，コルク組織の形成過程
を把握することを試みた。隔離温室内に⽣育させたボカスギ
苗⽊（感受性）より⼩枝を採取し，殺菌⽔を⼊れた培養管に
挿し，接種⽤⽔挿し若枝（⼆⼜枝に調整）とした。⽶糠・ふ
すま培地に２週間培養した病原菌（Stromatinia
cryptomeriae Kubono et Hosoya）を接種源とした。同⼀若
枝において⼆⼜の⼀⽅には，「有傷接種」を⾏い，他⽅は
「有傷のみ」の対
照区とした。処理枝は20℃，5,000 Lux（14時間⻑⽇条件）
の接種室に静置した。接種後，時間を迫って経時的に処理若
枝を採取し，５％グルタールアルデヒド液で前固定した後，
凍結ミクロトームで約20μmの厚さで切⽚を作成し，サフラニ
ン・ファーストグリーンの２重染⾊を⾏った。その後，光学
顕微鏡を⽤いて病原菌の動態及び宿主細胞の変化を観察し
た。
  接種後の細胞壊死班⻑と，それに伴うコルク組織の形成
結果を表１に⽰す。「有傷のみ」の対照区では，処理後20⽇
⽬において初めて，連続的なコルク組織の形成が確認され
た。⼀⽅，「有傷接種区」では，接種後７⽇⽬に死滅した細
胞内に病原菌の菌⽷体が⾒られ，宿主組織内における定着が
確認された。そして，接種後70⽇⽬において初めて連続的な
コルク組織（写真２）の形成が認められた。コルク組織を境
として内側の健全組織内にはまったく菌⽷体は確認されず，
コルク組織が形成された後は壊死斑の拡⼤は⽣じなかった。

  この実験結果から，細胞壊死部と健全組織の境界部に，コ
ルク組織が連続的に形成されることが判明し，病原菌の伸展を
抑える防壁（バリヤー）の形成が⽰唆された。また，「有傷接
種区」では，コルク組織の形成時期が「有傷のみ」の対照区よ
りも約50⽇以上遅れることが判明した。このコルク組織形成
時間の遅延が，病斑の拡⼤程度に強く影響を与える要因と考え
られ，何らかの化学物質の⽣産が予想された。今後は，病原菌
の伸展に伴い，コルク組織がどのように形成されるのか，その
形成メカニズムの解明を⾏い，スギ⿊点枝枯病における防衛反
応及び抵抗性反応としてのコルク組織の形成意義について究明
する。

写真１． 被害地に発⽣した罹病枝内に形成されたコルク組織
ａ︓細胞壊死部，ｂ︓コルク組織，ｃ︓健全組織部

写真２． 病原菌接種後，70⽇⽬に形成された連続的なコル
ク組織

ａ︓細胞壊死部，ｂ︓コルク組織，ｃ︓健全組織部

表１． 接種後の壊死斑の伸⻑とコルク層の形成有無        
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